

































































dian Occupational Performance Measure(以下COPM)を
用いて作業療法を行った症例を報告する.【症 例】 60
歳代男性,平成23年6月に大腸癌と診断された.その後,
腹膜播腫,肝転移を呈し,食欲不振,嘔吐,疼痛自制困難と
なり,疼痛コントロール目的で平成26年2月に外科入院
となった.10日後緩和ケア科へ転科し,24日後リハ開始と
なる.尚,症例の家族には症例報告の同意を得ている.【介
入と経過】?リハ開始1日目>COPM:やりたい事はある
けど出来ないと思う.ADLは自立していた.具体的な希望
は聞かれず,スタッフと関わりを持とうとしなかった.?リ
ハ開始20日目>COPM:家族との時間を過ごしたい.重要
度10,遂行度2,満足度1.肝機能障害の進行を認め,腹痛や
嘔吐が多くなり,ADLに介助を要した.子供や妻との昔話
や自身の最後の過ごし方を話す様になった.花見の時期で
あり,桜を見ながら妻とビールを飲む事を企画し,2人で記
念撮影をした.写真を満足気にスタッフに見せていた.実
施後COPM:遂行度8,満足度6.?リハ開始36日目>
COPM:遂行度9,満足度9.ADLはベッド上で全介助を
要した.自身の希望を訴える様になった.病棟スタッフに
感謝を口にする様になった.リハ開始43日目,呼吸状態悪
化し永眠される.【考 察】 終末期では患者や家族の満
足度と要望に着目し,その要望実現に向けアセスメントと
支援を行う必要がある.COPMを通して,様々な事を諦め
ていた患者の要望を作業療法士と共に見出し,再度生き甲
斐を引き出す事に繫がる作業療法を実施する事が出来た.
また,作業療法の効果を客観的に検証する評価として
COPMは有用であった.
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